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利尻島および稚内から採集された日本初記録の Cylindrostoma 
monotrochum (Graff, 1882)（扁形動物門：原卵黄目）
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Abstract. This investigation of turbellarians living on seaweeds was conducted on Rishiri Island and at 

Wakkanai, northern Hokkaido, in August, 2015. In this study, two species are identified as Cylindrostoma 

monotrochum (Graff, 1882) and Plagiostomum lobatum kurilense Kulinitch, 1979. The former species, col-

lected from kelp, is newly recorded from Asia. 
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はじめに
Cylindrostomidae 科は扁形動物門原卵黄目の

1 科で，その多くが海棲である．体長は数 mm 未
満，体型は円柱状，紡錘状，小滴状で，体表に
溝 を 持 つ こ と も あ る (Karling, 1978; Noren & 
Jondelius, 2002)．これまで，ヨーロッパ，北米，
南米を中心に 8 属 44 種が報告されており，国内
からは Allostoma durum が知られているのみであ
る (Westblad, 1955)．本科はコンブやホンダワラ
等の海藻から得られていることが報告されている
た め (Westblad, 1955; Karling, 1962; Karling et 
al., 1972)，リシリコンブをはじめとする海藻類が
豊富に生息する北海道北部の利尻島および稚内に
おいて 2015 年に調査を行ったところ，アジア地
域からは初となる Cylindrostoma monotrochum 

(Graff, 1882) が 得 ら れ た ほ か， 別 科 で あ る
Plagiostomidae 科 1 種についても同定結果が得ら
れたので，あわせて報告する．

材料および方法 
調査は，北海道北部の稚内市声問，利尻富士町鴛

泊および鬼脇，利尻町仙法志， の合計 4 箇所におい
て，2015 年 8 月 28 日から 9 月 3 日までの 7 日間
実施された．

採集は漁港のほか，利尻島では小さな舟入澗，溶
岩から形成された自然海岸などにおいて行われ，リ
シリコンブを中心とした海藻類が繁茂する場所か
ら，プランクトンネットを用いて海藻類の表面に付
着するウズムシ類を採集後，実体顕微鏡下でソー
ティングを行った．標本は 3.5% 塩化マグネシウム
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で麻酔し，10% 海水ホルマリンで固定を行った．
その後，エタノール，キシレンに置換後，パラフィ
ン包埋を行い，ミクロトームで厚さ 4 ～ 8 µm の連
続切片を作製し，アザン染色を行い，生物顕微鏡下
で同定を実施した． 

結果
コンブ類から採集された原卵黄目

利尻島鬼脇港，稚内市声問漁港のコンブ類から原
卵黄目，多食目，無陰吻亜目に属する数種のウズ
ムシが得られたが，原卵黄目では Cylindrostoma 
monotrochum のみが採集された．なお，国内で
唯一記録がある同目の Cylindrostomidae 科の A. 
durum は本地域からは確認できなかった．

Cylindrostoma monotrochum  (Graff, 1882) 

【採集データ】
北海道稚内市声問，2015.viii.28，10 ex., 北海

道利尻富士町鬼脇，2015.viii.31，8 ex.
な お， 上 記 標 本（ 標 本 番 号：NMST-Pl 6287-

6288）はすべて国立科学博物館にて保管される．

【記載】
体長 950µm ± 65.27µm（n=7）．体色は無色半

透明で，腸は薄茶色，前方体表を横走する溝があり，
腹側中央部分では前方に向かって湾曲し , 溝はとぎ
れる（Fig. 1）．左右 2 個ずつの眼は黒く，脳の背
側に埋まる．前方に位置する眼は後方のものより小
さい（Figs. 1, 2A）．口と生殖孔は共通で後方の腹
側に開口する（Fig. 2B）．セメント腺は口の周囲に
ありアゾカルミン G で赤く染まる（Fig. 2B）．基底
膜は厚い（Fig. 2D）．咽頭は管状で，内側と外側に
繊毛を持ち，体の中部腹側に位置する（Figs. 2A, 
2C）．腸は縦および横方向に葉状に突出し，被膜を
伴い，短い食道で咽頭に繋がる（Fig. 2B）．精巣は
1 対で，脳の両側から体の中部両側に及ぶ（Figs. 
2A, 2C)．輸精管は 1 対で，管内腔は繊毛を持ち，
脳の後ろ近くの精巣から出て，それぞれ咽頭後方の
1 対の貯精嚢に繋がる（Fig. 2C）．２つの貯精嚢は
それぞれ顆粒胞につながる管を持つが，顆粒胞付近
で融合する．顆粒胞は内壁が分泌物で覆われる。交
尾器は顆粒胞から出る短い射出管と，それに続く繊
毛を持つ膨大部からなる（Fig. 2D）．精子は細長い．
対になった卵巣は咽頭前方の両側に位置し，卵巣の
前方は精巣の下にある（Figs. 2A, 2C）．卵巣につ
ながる卵黄腺は，両側で網状に腸の葉を囲み，中部
背側と脳の後方で細く繋がる．1 対の輸卵管は生殖
腔近くで接続して 1 本になり，生殖腔に開口する
（Fig. 2D）．卵殻腺は生殖腔の近くの輸卵管を囲む
（Fig. 2D）． 

【識別点】
本種は，口と生殖孔が共通で，体の後方腹側に

開口する事から Cylindrostomidae 科に含まれ，
更に交配嚢と独立した雌性生殖孔を持たない点
から Cylindrostoma 属と判別された (Cannon et 
al., 1986)．無色の体色，2 対の眼，頭部の溝，
卵巣および精巣の位置，繊毛のある短い射出管
と内壁が分泌物で覆われた球状の顆粒胞の形態
などが，Graff(1882) の原記載ほか，既出の記載
(Westblad, 1955; Karling, 1962, 1978; Karling 
et al., 1972) と一致した為，C. monotrochum と
同定された．交尾器の形態は C. fingalianum や，
別属の Allostoma uterinum に球状である点で酷

Fig. 1. Cylindrostoma monotrochum. A. 生体背面 ; B. 生体
腹面．Scale, 300µm. E, 眼 ; G, 溝．　
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似するが，C. fingalianum の交尾器の射出管へ開
口する管は，明らかに交尾器の他の部位と性状が
異なる点で識別できる (Westblad, 1955)．また A. 
uterinum は交配嚢を持ち，卵巣が体の後方にある
点で識別できる (Karling, 1993)．

Karling(1962) の報告では，本種にはヨーロッパ
型とカリフォルニア型があり，ヨーロッパ型は体長
0.8-1.6mm，偽棒状体は黄緑，カリフォルニア型は
体長 2.5mm，偽棒状体は黄緑とある．Graff(1882, 
1911, 1913) のヨーロッパからの記載では偽棒状体
の色に関する記述は無く，体色が無色とある．今回
採集された個体では体長 1mm 前後，偽棒状体，体
色は無色であり，Karling(1962) によるヨーロッパ
からの記載に近い．

コンブ類以外の海藻から採集された原卵黄目
利 尻 島 の コ ン ブ 類 以 外 の 海 藻 群 落 か ら

は Plagiostomidae 科 plagiostomum 属 2 種
（Fig. 3A, 3C），Vorticeros 属 1 種（Fig. 3B），
Cylindrostomidae 科 3 種（Fig. 3D, 3E, 3F）の合

計 6 種が採集された．これらの内，Plagiostomidae
科 Plagiostomum 属の 1 種（Fig. 3A）については，
Kulinitch(1979) によって国後島，サハリン，およ
びロシア沿海州南部のピョートル大帝湾から記載さ
れた Plagiostomum lobatum kurilense と同定され
たが，他５種の個体はすべて未成熟であった為，種
同定には至らなかった．

まとめ 
今 回 の 調 査 で は，Cylindrostomidae 科 の

Cylindrostoma monotrochum と Plagiostomidae
科の Plagiostomum lobatum kurilense の合計 2 科
2 種の分布を，北海道北部において初めて確認する
ことができた．

特に前種の Cylindrostoma monotrochum は，
バミューダ，イギリス， ノルウェー，地中海，黒海，
カリフォルニア，ハワイから報告されているが，こ
れまで日本を含めたアジアからは記録が無かった種
である(Graff, 1882, 1911, 1913; Westblad, 1955; 
Karling, 1962, 1978; Karling et al., 1972)．その
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Fig. 2．C. monotrochum（矢状縦断面）．A, B, D, アザ
ン染色，厚さ8µm; C, 模式図．Scales, 100µm．BM, 基
底膜 ; BR, 脳 ; CG, セメント腺 ; COP, 交尾器 ; CP, 口生殖
共通孔 ; E, 目 ; ED, 射出管 ; G, 溝 ; GA, 生殖腔 ; GV, 顆
粒胞; I, 腸; O,卵巣; OD, 輸卵管; PH, 咽頭; SV, 貯精嚢; 
T, 精巣 ; SG, 卵殻腺 ; V, 卵黄 ; VD, 輸精管．
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ため，本報告が同地域からの初記録となり，コスモ
ポリタン種であることも支持する結果となった．

その一方で，本種の分類学的な位置づけは，各地
における形態比較が行われてきたものの (Karling, 
1962; Karling et al., 1972)，検討の余地が残され
ており，今後は DNA 配列解析を含めた再検討が必
要とされよう．

本種はカルフォルニアでもコンブ類から採集され
ており (Karling, 1978)，利尻島および稚内におい
ては他の海藻類からはあまり採集されず，リシリコ
ンブ群落からの採集が特に目立った．原卵黄目に含
まれる多くの種の生態は未解明な部分が多いが，藻
類など生息場所の嗜好性が存在する可能性があり，
今後の解明に期待したい．

なお，多岐腸目や三岐腸目がコンブ類から採集
さ れ た 報 告 も あ る が (Andrews, 1945; Hyman, 
1954)，今回の調査では確認できなかった．
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